
　　　　

2025 年 2 月 1 日

10 時 0 分から 16 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 デイケアセンター　ビィーハウス 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 利用者の意思や人格、家族の思いを尊重し、個々に応じたサービスを提供すると共に、家庭的な雰囲気の中集団生活への適応を図り、健康で活気ある日常生活を送れるようにする。

支援方針

1.安心して安楽に過ごせる場所を提供する。　　　　　2.本人及び家族の思いに寄り添い、安心して在宅生活を送れるよう支援する。
3.専門職としてスタッフの質の向上に努める。　　　　4.季節を感じる行事や発達に合わせた療育を実施する。
5.関係機関と連携を行い、地域での社会参加に努める。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

○日頃から健康状態をチェックし、表情やバイタルなどから小さなサインを見逃さず、状態に応じて適切なケアを行う。
○生活リズムが整うよう定期的・定時に通所し、日中活動に参加する。
○楽しく安全に食事ができるよう、個々の状態に合わせた形態の食事を提供する。
○気候に応じた衣類の調節、室温の調節や換気、病気の予防や安全への配慮を行う。
○様々な医療機器に対応できるよう準備、環境整備を行い、適切な医療的ケアを実施する。

○機能訓練士（PT・OT・ST）による計画的なリハビリの実施により、身体機能の維持・向上を図る。
○保有する視覚、聴覚、触覚などの感覚を充分に活用した遊びを提供する。
○障害の状態や発達の段階に応じた遊びを通して、固有感覚などへの刺激を促し、ボディ・イメージを明確にする。
○安楽なポジショニングの実施、ふれ愛体操、ストレッチ、リフレクソロジー、アロマテラピー、手足浴、音楽リズム　等。

○季節に合った行事を行うことで、季節や時間の流れを感じ、季節の変化への興味や身近なものへの興味が深まるようにする。
○視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用し、必要な情報を収集して認知機能の発達を促す支援を行う。
○製作活動や運動遊びなどを通して、色や形、大きさ、重さなどを感じ取り、認知や行動の手掛かりとなるよう支援する。
○工作、調理実習、散歩、絵画、音楽リズム、季節の行事、絵本の読み聞かせ　等。

○意思表出の方法を確認し、個々に応じた表出方法支援を行うことで伝わる喜び、伝える楽しさを知りコミュニケーションの基礎的な能力を身に付ける。
○身振り、文字盤、絵カード等のコミュニケーション手段を適切に選択、活用し環境の理解と意思の伝達が円滑にできるよう支援する。
○職員や友達との相互作用を通して、同世代以外の利用者との関わりの中で、他者の存在を知る機会を得られるよう支援する。
○スキンシップ、軽い揺り動かし遊び、話しかけなどを通し、快い状況、刺激を見つけ働きかけていく。

○職員と関わることで愛着の形成、人間関係の構築を行い、信頼感を育み安心感を得られるよう支援する。
○他の利用者との関わりを通して、同世代以外の利用者との関わりの中で、他者の存在を知る機会を得られるよう支援する。
○集団活動を通して、集団に参加するための手順やルールを理解し、互いの存在を認め合いながら仲間づくりにつながるよう支援する。
○感覚・運動遊びから、見立て遊び、ごっこ遊びなどの象徴遊びへの支援を通して社会性の発達を支援していく。

主な行事等

○季節の行事
○クリスマス会
○散歩、買い物学習などでの外出

家族支援

○ご家族の状況に応じて、利用日、利用時間の調整を行う。
○面会や連絡帳による日々のやり取り、必要に応じて自宅訪問などを行い、連
携することにより家族の不安や心配事を取り除いていく。

移行支援

○ライフステージの切り替えを見据え、入学、進学、卒業後の進路などの
お悩みについて居宅介護事業、相談支援事業、学校等と情報共有、連携
し、相談支援を行う。

地域支援・地域連携

○地域との交流や関係機関との連携をとり、保護者の方の思いに寄り添いなが
ら、地域で安心して生活できる環境を作っていく。 職員の質の向上

○毎月勉強会を開催。
○各種院内、院外研修への参加。
○倫理綱領、行動規範の周知徹底。


